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 著者のグループは、先行研究で、卵巣がん組織での Tissue factor (TF)発現を調べ、特に明細胞癌で
治療開始前 VTEの発生に関連することを報告しているが、対象が 32名と少数であったことや、術前化
学療法(NAC)が施行された患者が含まれていたことなどをふまえ、上皮性卵巣癌(EOC)における TF発
現と VTE発症の関連性について対象を拡大して追試することを「研究 1」としている。  







 対象は、2004年 11月から 2010年 12月までに当院で初回治療を行い、病理学的に EOCと診断され
た患者は 191名である。このうち研究 1では、包括同意が得られていなかった 10名と術前化学療法を








研究 1での進行期（FIGO 2014による）はⅠ期 55人、Ⅱ期 22人、Ⅲ期 37人、Ⅳ期 14人、組織型





 研究 2での進行期（FIGO 2014による）はⅡ期 24人、Ⅲ期 76人、Ⅳ期 34人、組織型は槳液性癌
94人、明細胞癌 24人、類内膜癌 7人、粘液性癌 5人、未分化癌 4人である。単変量解析で、DD高値
























 本研究の研究 1では、著者は先行論文の limitationを補う新たな解析を行って考察を深めており、研




 平成 29年 10月 11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判断
した。 
 よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
  
